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23年度 24年度 25年度 23,056 23,056 25年度 26年度 27年度 28,636 28,636

1 総
ゆかりのまち
交流事業

ゆかりのまち岡崎
市との交流を図
る。

市民
各種団
体等

定
例
定
型

交流事業実
施回数

２回 ２回 ２回 668 ２回

目標とした回数の事
業を行い,参加者の
感想などからも一定
の成果が出ている。
今後、より多くの交
流を図っていくため
に、青少年交流は次
年度交流種目を変更
する予定。

Ａ ゆかりのまち交
流事業

ゆかりのまち
岡崎市の周知
と交流事業の
活性化

市民
各種団
体等

定
例
定
型

交流事業実
施回数

２回 ２回 ２回 484

業
務
計
画

未 高 高 中 拡大
な
し

なし
増
や
す

1
ゆかりのまち
交流事業

市民バスツ
アー等の実施

実施時期
平成２４
年４月及
び８月

平成２４
年４月及
び８月

668
ゆかりのまち交
流事業

市民バスツ
アー等の実施

実施時期
平成２５
年４月及
び８月

484

業
務
計
画

増
や
す

701
ゆかりのまち
交流事業

ゆかりのまち
岡崎市提携３
０周年記念事
業の推進体制
の整備

実施時期

平成２４
年６月か
ら平成２
５年３月

平成２４
年６月か
ら平成２
５年３月

ゆかりのまち交
流事業

予
算
な
し

1
ゆかりのまち
交流事業

ゆかりのまち交
流事業

新たな都市交
流の検討

実施時期

平成２５
年４月～
平成２６
年３月

業
務
計
画

予
算
な
し

2 総
ゆかりのまち
提携３０周年
記念事業

ゆかりのまち提
携３０周年記念
事業

周年記念事業
を行うこと
で、市民への
周知を行うと
ともに、今後
の両市の文
化、観光を含
めたさまざま
な面での交流
の促進を図
る。

市民
各種団
体等

政
策

周年事業へ
の参加のべ
人数

1,000人 5,000

業
務
計
画

完 高 中 低 終了
な
し

なし

予
算
な
し

2
ゆかりのまち
提携３０周年
記念事業

ゆかりのまち提
携３０周年記念
事業

記念事業の実
施

記念事業へ
の参加人数

１，００
０人

5,000

業
務
計
画

予
算
な
し

3 総 都市交流事業 都市交流事業
国内外の新た
な都市交流の
検討

市民
各種団
体等

政
策

新たな都市
交流事業の
進ちょく状
況

交流都市及
び交流内容
等の検討

交流事業の
実施

交流事業の
実施

未 高 中 高 拡大
な
し

なし
増
や
す

3 都市交流事業 都市交流事業
国内交流都市
の選定及び交
流内容の検討

検討時期
～平成２
６年３月

増
や
す

3 都市交流事業 都市交流事業
国外交流都市
の選定及び交
流内容の検討

検討時期
～平成２
６年３月

増
や
す

4 総
男女共同参画
推進プランの
進行管理

プランを行政に浸
透させ、計画的な
進行管理を図る。

市役所
各課

定
例
定
型

審議会等委
員の女性の
割合

３０％ ３０％ ３０％ 393 26.50%

前年度比は増加して
いるが、まだ目標に
は達していない。審
議会等の改選時期に
おいては、誰もが参
加やすい会議となる
ような配慮が必要で
あることを周知して
いく。

Ｂ
次期「ちがさき
男女共同参画推
進プラン」の策
定及び進行管理

プランを行政
に浸透させ、
計画的な進行
管理を図る。

市役所
各課

政
策
協議会の開
催回数

６回 ８回 ８回 3,057 未 高 高 高
現状維
持

な
し

なし
増
や
す

4
男女共同参画
推進プランの
進行管理

ちがさき男女
共同参画推進
プラン協議会
の開催

開催回数（年
間）

６回 ６回 393

次期「ちがさき
男女共同参画推
進プラン」の策
定及び進行管理

ちがさき男女
共同参画推進
プラン協議会
の開催

開催回数
（年間）

６回 492
維
持

4
男女共同参画
推進プランの
進行管理

茅ヶ崎市男女
共同参画推進
会議の開催

開催回数（年
間）

２回 ４回

次期「ちがさき
男女共同参画推
進プラン」の策
定及び進行管理

茅ヶ崎市男女
共同参画推進
会議の開催

開催回数
（年間）

２回

予
算
な
し

4
男女共同参画
推進プランの
進行管理

年次報告書作
成

年次報告書作
成期限

平成２４
年７月

平成２４
年７月

次期「ちがさき
男女共同参画推
進プラン」の策
定及び進行管理

年次報告書作
成

年次報告書
作成期限

平成２５
年７月

予
算
な
し

4
男女共同参画
推進プランの
進行管理

ちがさき男女
共同参画推進
プランの評価

プランの進捗
状況の評価公
表時期

平成２５
年３月

平成２５
年３月

次期「ちがさき
男女共同参画推
進プラン」の策
定及び進行管理

ちがさき男女
共同参画推進
プランの評価

プランの進
捗状況の評
価公表時期

平成２６
年３月

予
算
な
し

4
男女共同参画
推進プランの
進行管理

次期「ちがさき
男女共同参画推
進プラン」の策
定及び進行管理

市民意識アン
ケート調査の
実施

調査結果の
報告書作成
期限

平成２６
年３月

2,565
増
や
す

5 総

男女共同参画
社会実現に向
けた啓発等推
進事業

講座の実施や情報
誌を発行すること
により、男女平等
参画意識の啓発を
図る。

市民

定
例
定
型

事業参加者
数

５００人 ５００人 ５００人 1,763

自主事業参
加者のべ６
６７人（託
児のべ１２
６人含む）

託児を設けた講座等
事業が増加し、成果
が出ている。

Ａ
男女共同参画社
会実現に向けた
啓発等推進事業

講座の実施や
情報誌を発行
することによ
り、男女平等
参画意識の啓
発を図る。

市民

定
例
定
型

講座等事業
参加者数

５１５人 ５３０人 ５５０人 1,865 未 高 高 高
現状維
持

な
し

なし
維
持

5

男女共同参画
社会実現に向
けた啓発等推
進事業

男女共同参画推
進に関する事業
の実施及びセン
ターでの取り組
みの周知

事業数 １０事業 １２事業 538
男女共同参画社
会実現に向けた
啓発等推進事業

男女共同参画
推進に関する
事業の実施及
びセンターで
の取り組みの
周知

事業数 １０事業 645
維
持

5

男女共同参画
社会実現に向
けた啓発等推
進事業

啓発事業等の
業務補助

従事日数 ２４４日 ２４４日 1,225
男女共同参画社
会実現に向けた
啓発等推進事業

啓発事業等の
業務補助

従事日数 ２４４日 1,220
維
持

5

男女共同参画
社会実現に向
けた啓発等推
進事業

新たな分野
（防災）の取
り組みに関す
る意識啓発

情報紙等によ
る情報提供
（開館日数）

３０６日 ３０６日
男女共同参画社
会実現に向けた
啓発等推進事業

新たな分野
（防災）の取
り組みに関す
る意識啓発

情報紙等に
よる情報提
供（開館日
数）

３０７日

予
算
な
し

経
営
改
善
方
針
で

の
位
置
付
け
等

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事務事業の
目的・成果
（第２次実施
計画）

目標
（数値目標
等）

改善
時期
（年
度）

事業の
方向性

事
業
の
性
質
区
分

事
業
№

24年度
の取組
に対す
る分析

実績

事務事業名
（第１次実施計

画）

事務事業 事後評価

当該事務事業
全体の決算額
（合計）

事業の指
標の達成
状況

活動ごとの
決算額

目標値
（第１次実施計画）

平成２４年度評価

指標・目標

名称

事務事業の
目的・成果
（第１次実施計

画）

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

活動

活動量・サービス量
事務事業の目的に対
する成果の状況

目標値
活動

実績値

指標・目標

活動指標の名称

決算内訳（千円）
対
象
（

顧
客
）

目標値
（第2次実施計画）

活動

活動量・サービス量の達成状況
（第１次実施計画）

予算内訳（千円）

当該事務事業
全体の予算額
（合計）

活動

課かい名

施策目標
互いが尊重され、あらゆる分野の活動に参画でき

る社会をつくる

男女共同参画課

基礎情報

名称

総
括
フ
ラ
グ

平成２５年度計画

男女共同参画課

②
ニ
ー

ズ

①
目
的
達
成

事務事業名
（第2次実施計

画）

今後の事業展開・経営改善の方策

必要性
予
算
の
方
向
性

④
継
続
性

活動指標の名
称

業務
計画 具体的な改善

内容

広域連携の
具体的な内

容

広域連携に関する
取組

可能性
の有無

経営改善による取
り組みの方向性

③
成
果

活動ごとの
予算額

目標値
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23年度 24年度 25年度 23,056 23,056 25年度 26年度 27年度 28,636 28,636

経
営
改
善
方
針
で

の
位
置
付
け
等

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事務事業の
目的・成果
（第２次実施
計画）

目標
（数値目標
等）

改善
時期
（年
度）

事業の
方向性

事
業
の
性
質
区
分

事
業
№

24年度
の取組
に対す
る分析

実績

事務事業名
（第１次実施計

画）

事務事業 事後評価

当該事務事業
全体の決算額
（合計）

事業の指
標の達成
状況

活動ごとの
決算額

目標値
（第１次実施計画）

平成２４年度評価

指標・目標

名称

事務事業の
目的・成果
（第１次実施計

画）

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

活動

活動量・サービス量
事務事業の目的に対
する成果の状況

目標値
活動

実績値

指標・目標

活動指標の名称

決算内訳（千円）
対
象
（

顧
客
）

目標値
（第2次実施計画）

活動

活動量・サービス量の達成状況
（第１次実施計画）

予算内訳（千円）

当該事務事業
全体の予算額
（合計）

活動

課かい名

施策目標
互いが尊重され、あらゆる分野の活動に参画でき

る社会をつくる

男女共同参画課

基礎情報

名称

総
括
フ
ラ
グ

平成２５年度計画

男女共同参画課

②
ニ
ー

ズ

①
目
的
達
成

事務事業名
（第2次実施計

画）

今後の事業展開・経営改善の方策

必要性
予
算
の
方
向
性

④
継
続
性

活動指標の名
称

業務
計画 具体的な改善

内容

広域連携の
具体的な内

容

広域連携に関する
取組

可能性
の有無

経営改善による取
り組みの方向性

③
成
果

活動ごとの
予算額

目標値

5

男女共同参画
社会実現に向
けた啓発等推
進事業

講座託児の実
施

託児共催事業
数

２０回 ２９回
男女共同参画社
会実現に向けた
啓発等推進事業

講座託児の実
施

託児共催事業
数

２０回
維
持

6 総
女性問題の研
究調査及び啓
発

男女共同参画意識
の現状把握や女性
問題の資料を収集
し、情報を市民に
提供する。

市民

定
型
定
例

図書貸出冊
数

１５０冊 １５０冊 １５０冊 167 ７４冊

情報コーナーの図書貸
出数は目標に達してい
ないが、はがきによる
男女共同参画に関する
アンケート調査を実施
し、市民意識の動向を
把握した。また、調査
報告書の公表や啓発冊
子の配布を行った。今
後は、図書リストの市
ホームページへの公開
等、利用しやすい環境
を整えます。

Ｂ 女性問題の研究
調査及び啓発

男女共同参画
意識の現状把
握や女性問題
の資料を収集
し、情報を市
民に提供す
る。

市民

定
例
定
型

情報紙発行
回数

２回 ２回 ２回 185

業
務
計
画

未 中 中 高
現状維
持

な
し

なし
維
持

6
女性問題の研
究調査及び啓
発

男女共同参画
の推進に関す
る情報の発信

情報紙発行回
数（年間）

２回 １回 15
女性問題の研究
調査及び啓発

男女共同参画
の推進に関す
る情報の発信

情報紙発行
回数（年
間）

２回 26

業
務
計
画

予
算
な
し

6
女性問題の研
究調査及び啓
発

女性問題資料
収集提供

図書等収集冊
数（年間）

４０冊 ３１冊 58
女性問題の研究
調査及び啓発

女性問題資料
収集提供

図書等収集
冊数（年
間）

４０冊 60

業
務
計
画

維
持

6
女性問題の研
究調査及び啓
発

男女共同参画
推進情報発信

女性センター
事業概要発行
回数（年間）

１回 ０回
女性問題の研究
調査及び啓発

男女共同参画
推進情報発信

女性セン
ター事業概
要発行回数
（年間）

１回

業
務
計
画

予
算
な
し

6
女性問題の研
究調査及び啓
発

はがきによる
市民意識アン
ケート調査の
実施

調査結果の報
告書作成期限

平成２５
年３月

平成２５
年３月

94
女性問題の研究
調査及び啓発

はがきによる
市民意識アン
ケート調査の
実施

調査結果の
報告書作成
期限

平成２６
年３月

99

業
務
計
画

維
持

7 総 相談事業

女性が抱える様々
な問題解決の一助
として女性のため
の相談室を運営
し、そこに現れた
問題点を施策に反
映させる。

主に女
性の相
談者

定
例
定
型

相談室開設
日数（休
日・年末年
始を除く）

週５日 週５日 週５日 5,591 週５日

電話相談や面接、専
門相談である法律相
談（相談件数合計６
６３件）を実施し、
個別ケースごとに問
題解決の一助となる
よう努めました。

Ａ 相談事業

女性が抱える
様々な問題解
決の一助とし
て女性のため
の相談室を運
営し、そこに
現れた問題点
を施策に反映
させる。

主に女
性の相
談者

定
例
定
型

相談室開設
日数（休
日・年末年
始を除く）

週５日 週５日 週５日 5,970 未 高 高 高
現状維
持

な
し

なし
維
持

7 相談事業
女性のための
相談室の運営

女性のための
相談室開設日
数（年間）

２４４日 ２４４日 682 相談事業
女性のための
相談室の運営

女性のため
の相談室開
設日数（年
間）

２４４日 705
維
持

7 相談事業 相談員研修
相談員研修の
実施及び研修
会への出席

３回 ３回 4 相談事業 相談員研修

相談員研修
の実施及び
研修会への
出席

３回 52
維
持

7 相談事業 相談員 相談員の任用 ３人 ３人 4,860 相談事業 相談員
相談員の任
用

３人 5,040
維
持

7 相談事業
相談事業に関
する啓発事業

事業数 1事業 1事業 45 相談事業
相談事業に関
する啓発事業

事業数 1事業 43
維
持

7 相談事業

配偶者からの
暴力の被害者
の保護に関す
る支援事業

利用回数 ２件 ０件 0 相談事業

配偶者からの
暴力の被害者
の保護に関す
る支援事業

利用回数 随時 130
維
持

7 相談事業
ＤＶ被害者支
援に向けた対
策会議の開催

庁内ＤＶ対応
研修会(年
間）

１回 ０回 0 相談事業
ＤＶ被害者支
援に向けた対
策会議の開催

庁内ＤＶ対応
研修会(年
間）

１回

予
算
な
し

8 総
女性センター
管理運営

男女共同参画のま
ちづくりの拠点と
して女性センター
を管理運営する。

女性セ
ンター
利用者

定
例
定
型

女性セン
ター開館日
数（年末年
始を除く）

週６日 週６日 週６日 10,100

週６日
（会議室
利用者数
のべ
36,427
人）

安全な管理につと
め、老朽化に伴う修
繕等をおこないまし
た。

Ａ
男女共同参画推
進センター管理
運営

男女共同参画
のまちづくり
の拠点として
男女共同参画
推進センター
を管理運営す
る。

セン
ター利
用者

定
例
定
型

男女共同参
画推進セン
ター開館日
数（年末年
始を除く）

週６日(会
議室利用者
数のべ
40,000
人）

週６日(会
議室利用者
数のべ
40,000
人）

週６日(会
議室利用者
数のべ
40,000
人）

8,236 未 高 高 高
現状維
持

な
し

なし
維
持

8
女性センター
管理運営

施設の維持及
び修繕事務

開館日（年
間）

３０６日 ３０６日 4,985
男女共同参画推
進センター管理
運営

施設の維持及
び修繕事務

開館日（年
間）

３０７日 2,950
維
持

8
女性センター
管理運営

清掃業務
清掃日数（年
間）

３０６日 ３０６日 1,281
男女共同参画推
進センター管理
運営

清掃業務
清掃日数
（年間）

３０７日 1,281
維
持

8
女性センター
管理運営

開閉館及び窓
口業務

開館日（年
間）

３０６日

３０６日
（会議室
利用者数
のべ
36,427
人）

3,834
男女共同参画推
進センター管理
運営

開閉館及び窓
口業務

開館日（年
間）

３０７日 4,005
維
持

8
女性センター
管理運営

消防法に関す
る事務

避難訓練実施
回数（年間）

２回 ２回
男女共同参画推
進センター管理
運営

消防法に関す
る事務

避難訓練実
施回数（年
間）

２回

予
算
な
し

8
女性センター
管理運営

男女共同参画
施策の体制整
備に向けた課
内検討会議の
開催

開催回数 １回 １回
男女共同参画推
進センター管理
運営

男女共同参画
施策の体制整
備に向けた課
内検討会議の
開催

開催回数 １回

予
算
な
し
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23年度 24年度 25年度 23,056 23,056 25年度 26年度 27年度 28,636 28,636

経
営
改
善
方
針
で

の
位
置
付
け
等

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事務事業の
目的・成果
（第２次実施
計画）

目標
（数値目標
等）

改善
時期
（年
度）

事業の
方向性

事
業
の
性
質
区
分

事
業
№

24年度
の取組
に対す
る分析

実績

事務事業名
（第１次実施計

画）

事務事業 事後評価

当該事務事業
全体の決算額
（合計）

事業の指
標の達成
状況

活動ごとの
決算額

目標値
（第１次実施計画）

平成２４年度評価

指標・目標

名称

事務事業の
目的・成果
（第１次実施計

画）

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

活動

活動量・サービス量
事務事業の目的に対
する成果の状況

目標値
活動

実績値

指標・目標

活動指標の名称

決算内訳（千円）
対
象
（

顧
客
）

目標値
（第2次実施計画）

活動

活動量・サービス量の達成状況
（第１次実施計画）

予算内訳（千円）

当該事務事業
全体の予算額
（合計）

活動

課かい名

施策目標
互いが尊重され、あらゆる分野の活動に参画でき

る社会をつくる

男女共同参画課

基礎情報

名称

総
括
フ
ラ
グ

平成２５年度計画

男女共同参画課

②
ニ
ー

ズ

①
目
的
達
成

事務事業名
（第2次実施計

画）

今後の事業展開・経営改善の方策

必要性
予
算
の
方
向
性

④
継
続
性

活動指標の名
称

業務
計画 具体的な改善

内容

広域連携の
具体的な内

容

広域連携に関する
取組

可能性
の有無

経営改善による取
り組みの方向性

③
成
果

活動ごとの
予算額

目標値

9 総
女性センター
登録団体申請
受付及び支援

男女平等参画社会
実現のため、男女
平等参画に取り組
む団体等を支援す
る。

市内の
男女平
等参画
に取り
組む団
体等

定
例
定
型

登録団体数 ５団体 ６団体 ７団体 ６団体

登録団体数と男女共
同参画推進の推進に
向けて、共催で事業
を実施しました。

Ａ
男女共同参画推
進センター登録
団体申請受付及
び支援

男女共同参画
社会実現のた
め、男女共同
参画に取り組
む団体等を支
援する。

市内の
男女共
同参画
に取り
組む団
体

定
例
定
型

登録団体数 ６団体 ７団体 ７団体 未 中 高 高
現状維
持

な
し

なし

予
算
な
し

9
女性センター
登録団体申請
受付及び支援

女性センター
登録団体申請
受付及び支援

登録団体数 ６団体 ６団体

男女共同参画推
進センター登録
団体申請受付及
び支援

男女共同参画
推進センター
登録団体申請
受付及び支援

登録団体数 ６団体

予
算
な
し

10 総
国際交流関係
事業

国際交流に関する
情報提供や外国籍
市民に対する情報
提供を充実し、多
文化共生できる社
会づくりを目指
す。

市内外
国籍住
民

定
例
定
型

共催事業数 ６事業 ６事業 ６事業 109 ６事業

茅ヶ崎市国際交流
協会と連携しなが
ら、時代に即した
講座の開催や、地
域住む外国人の学
習発表の場や、異
文化に触れる機会
などを提供するこ
とが出来た。

Ａ
国際化に対応し
た地域交流の支
援

諸団体と連携
しながら、市
内在住の外国
人や、海外の
人々との交流
活動を行い、
国際理解及び
国際協力の輪
を広げる。

市民
関係機
関

定
例
定
型

共催事業数 ６事業 ６事業 ６事業 111

業
務
計
画

未 高 高 高
現状維
持

な
し

なし
維
持

10
国際交流関係
事業

国際交流協会
との共催事業
の開催等

共催事業数 年６事業 年６事業 109
国際化に対応し
た地域交流の支
援

国際交流協会
との共催事業
の開催等

共催事業数 年６事業 111

業
務
計
画

な
し

維
持

10
国際交流関係
事業

ゴールドコース
ト友好海岸交流
連絡協議会に係
る会議等への出
席及び協力

出席回数 年１回 年１回
国際化に対応し
た地域交流の支
援

カナガワビエ
ンナーレ国際
児童画展の地
域開催

実施時期
平成２６
年
１月

業
務
計
画

な
し

予
算
な
し

11 総
外国人相談事
業

言葉の壁や生活習
慣の違いに関係な
く地域での円滑な
生活が送れるよ
う、市政に関する
相談員を配置して
生活相談や各種の
情報提供を行う。

市内外
国籍住
民

定
例
定
型

相談受付
件数

年１０回 年１０回 年１０回 877 年8回

相談事業自体は、
協力先の事情によ
り実施できなく
なったが、手法等
の改善により、今
後成果が見込め
る。

Ｂ
国際化に対応し
た行政サービス
の提供

外国人市民
が、言葉の壁
や生活習慣の
違いに関係な
く地域での円
滑な生活が送
れるよう、
ニーズの把握
や各種の情報
提供等を行
う。

市民
関係機
関

定
例
定
型

庁内通訳登
録制度の登
録者数

１５ １５ 15 40 未 高 中 中
現状維
持

な
し

なし
維
持

11
外国人相談事
業

（仮称）庁内
通訳登録制度
を試行する

実施時期
平成２４
年４月～

平成２４
年４月～

国際化に対応し
た行政サービス
の提供

（仮称）庁内
通訳登録制度
を試行する

実施時期
平成２５
年４月～

予
算
な
し

11
外国人相談事
業

医療通訳派遣
システム事業

派遣件数 年７件 ０件 11
国際化に対応し
た行政サービス
の提供

医療通訳派遣
システム事業

協議会出席
回数

年２回 10
維
持

11
外国人相談事
業

茅ヶ崎市外国
語版便利帳の
改訂版作成

作成言語 ５カ国語 ５カ国語 841

予
算
な
し

11
外国人相談事
業

かながわ自治
体の国際政策
研究会

出席回数 年５回 ２回
国際化に対応し
た行政サービス
の提供

かながわ自治
体の国際政策
研究会

出席回数 年３回

予
算
な
し

11
外国人相談事
業

日本語ボラン
ティア養成講
座

講座開催数 ３回 ３回 25
国際化に対応し
た行政サービス
の提供

日本語ボラン
ティア養成講
座

講座開催数 ３回 30
維
持

12 総

「平和につい
て」ポスター
作文コンテス
ト事業

平和の大切さを学
んでもらうため、
次代を担う児童・
生徒を対象に募集
し、その作品を
もって広く市民に
平和の尊さを啓発
する。

市内小
６・中
２の児
童・生
徒

定
例
定
型

作品応募学
校数

３４校 ３４校 ３４校 26 ２２校

市内全学校の約６
５％の参加を得る
中で、新規で応募
をいただいた学校
もあった。入賞作
品集は平和のつど
い、市民ふれあい
まつり等で周知し
た。

Ｂ
「平和につい
て」ポスター作
文コンテスト事
業

平和の大切さ
を学んでもら
うため、次代
を担う児童・
生徒を対象に
募集し、その
作品をもって
広く市民に平
和の尊さを啓
発する。

市内小
６・中
２の児
童・生
徒

定
例
定
型

作品応募
学校数
（参加者
数）

３４校
（対象学年
児童生徒数
の50%）

３４校
（対象学年
児童生徒数
の50%）

３４校
（対象学年
児童生徒数
の50%）

28 未 高 高 高
現状維
持

な
し

なし
維
持

12

「平和につい
て」ポスター
作文コンテス
ト事業

市内小・中学
校への応募依
頼

応募学校数 年３４校 ２２校

「平和につい
て」ポスター作
文コンテスト事
業

市内小・中学
校への応募依
頼

応募学校数 年３４校
な
し

予
算
な
し

12

「平和につい
て」ポスター
作文コンテス
ト事業

平和ポス
ター・作文の
審査会の開催

開催時期
平成２４
年７月

平成２４
年７月

「平和につい
て」ポスター作
文コンテスト事
業

市内小・中学
校への応募依
頼

参加者数

対象学年
児童生徒
数の
50%

予
算
な
し

12

「平和につい
て」ポスター
作文コンテス
ト事業

入賞者の表彰
式の開催

開催時期
平成２４
年８月

平成２４
年８月

26

「平和につい
て」ポスター作
文コンテスト事
業

入賞者の表彰
式の開催

開催時期
平成２５
年８月

28
維
持

12

「平和につい
て」ポスター
作文コンテス
ト事業

入賞作品集の
作成

作成部数
年３００
部

年３００
部

「平和につい
て」ポスター作
文コンテスト事
業

入賞作品集の
作成

作成部数
年３００
部

予
算
な
し

13 総
ピーストレイ
ン平和大使広
島派遣事業

次世代に戦争の悲
惨さ、平和の尊さ
などを肌で感じ、
学びとってもらう
ため、広島の平和
式典に小・中学生
を派遣する。

「平和
につい
て」コ
ンテス
ト入賞
者

定
例
定
型

平和大使
派遣者数

２４人 ２４人 ２４人 1,112 １５人

派遣前の学習会を
通じて広島と茅ヶ
崎の関わりついて
の認識を高め、現
地では平和記念式
典への参列やひろ
しま子ども平和議
会での学習発表な
どを行い、平和の
尊さ大切さを肌で
実感してもらうこ
とができた。

Ａ
ピーストレイン
平和大使広島派
遣事業

次代を担う子
どもたちに、
戦争の悲惨さ
や平和の尊さ
などを肌で感
じ学びとって
もらうため
に、８月５日
から８月７日
の日程で広島
市へ派遣、平
和記念式典な
どの行事に参
加してもら
う。

「平和
につい
て」コ
ンテス
ト入賞
者

定
例
定
型

平和大使
派遣者数

１６人 １６人 １６人 1,202 未 高 高 高
現状維
持

な
し

なし
維
持

13
ピーストレイ
ン平和大使広
島派遣事業

平和大使の交流
会、学習会、派
遣先との調整事
務等

交流会、学習
会等の実施回
数

年４回 年４回
ピーストレイン
平和大使広島派
遣事業

平和大使の交
流会、学習
会、派遣先と
の調整事務等

交流会、学
習会等の実
施回数

年４回

予
算
な
し

13
ピーストレイ
ン平和大使広
島派遣事業

広島派遣への交
通手段及び宿
泊、食事、施設
見学等の手配
（委託）

平和大使
派遣者数

年１６人 １５人 1,112
ピーストレイン
平和大使広島派
遣事業

広島派遣への交
通手段及び宿
泊、食事、施設
見学等の手配
（委託）

平和大使
派遣者数

年１６人 1,202
維
持
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23年度 24年度 25年度 23,056 23,056 25年度 26年度 27年度 28,636 28,636

経
営
改
善
方
針
で

の
位
置
付
け
等

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事務事業の
目的・成果
（第２次実施
計画）

目標
（数値目標
等）

改善
時期
（年
度）

事業の
方向性

事
業
の
性
質
区
分

事
業
№

24年度
の取組
に対す
る分析

実績

事務事業名
（第１次実施計

画）

事務事業 事後評価

当該事務事業
全体の決算額
（合計）

事業の指
標の達成
状況

活動ごとの
決算額

目標値
（第１次実施計画）

平成２４年度評価

指標・目標

名称

事務事業の
目的・成果
（第１次実施計

画）

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

活動

活動量・サービス量
事務事業の目的に対
する成果の状況

目標値
活動

実績値

指標・目標

活動指標の名称

決算内訳（千円）
対
象
（

顧
客
）

目標値
（第2次実施計画）

活動

活動量・サービス量の達成状況
（第１次実施計画）

予算内訳（千円）

当該事務事業
全体の予算額
（合計）

活動

課かい名

施策目標
互いが尊重され、あらゆる分野の活動に参画でき

る社会をつくる

男女共同参画課

基礎情報

名称

総
括
フ
ラ
グ

平成２５年度計画

男女共同参画課

②
ニ
ー

ズ

①
目
的
達
成

事務事業名
（第2次実施計

画）

今後の事業展開・経営改善の方策

必要性
予
算
の
方
向
性

④
継
続
性

活動指標の名
称

業務
計画 具体的な改善

内容

広域連携の
具体的な内

容

広域連携に関する
取組

可能性
の有無

経営改善による取
り組みの方向性

③
成
果

活動ごとの
予算額

目標値

14 総 平和啓発事業

戦争の悲惨さ、平
和の尊さを一人で
も多くの市民に伝
える。

市民

定
例
定
型

平和に関す
る展示会等
イベントの
開催数

４回 ４回 ４回 1,535 １２回

平和事業を委託し
ている「平和を考
える茅ヶ崎市民の
会実行委員会」に
おいて、駅前及び
女性センターでの
原爆展、市民ふれ
あいまつりでの啓
発パネル展、市内
学校文化祭等での
平和パネル展、市
内各公共施設での
「平和へのねが
い」短文展、小学
生を対象にした
「戦争体験語り継
ぎ」、「平和都市
宣言」５０周年記
念のつどいなど、
年間を通じてさま
ざまな啓発事業を
実施した。

Ａ 平和啓発事業

戦争の悲惨
さ、平和の尊
さを一人でも
多くの市民に
伝える。

市民

定
例
定
型

平和に関す
る展示会等
イベントの
開催数

４回
（１２回）

４回
（１２回）

４回
（１２回）

1,531

業
務
計
画

未 高 高 高 拡大

新
た
に
位
置
付
け
る

あり

平和啓発事
業の共催等
（平成２５
年度より検
討開始）

維
持

14 平和啓発事業
平和のつどい
の開催

開催時期
平成２４
年８月１
５日

平成２４
年８月１
５日

30 平和啓発事業
平和のつどい
の開催

開催時期
平成２５
年８月１
５日

46

業
務
計
画

維
持

14 平和啓発事業

平和に関する
展示会等の開
催
（委託）

開催回数 年４回 １２回 1,505 平和啓発事業

平和に関する
展示会等の開
催
（委託）

開催回数 年１２回 1,485

業
務
計
画

維
持

14 平和啓発事業

「平和都市宣
言」「茅ヶ崎市
核兵器廃絶平和
都市宣言」横断
幕・懸垂幕の掲
出

横断幕・懸垂
幕の掲出期間

年３０日
間

年３０日
間 平和啓発事業

「平和都市宣
言」「茅ヶ崎市
核兵器廃絶平和
都市宣言」横断
幕・懸垂幕の掲
出

横断幕・懸
垂幕の掲出
期間

年３０日
間

業
務
計
画

予
算
な
し

14 平和啓発事業
平和行進団体
への対応

受入団体数 年６団体 年６団体 平和啓発事業
平和行進団体
への対応

受入団体数 年６団体

業
務
計
画

予
算
な
し

14 平和啓発事業 平和啓発事業

湘南広域都市
行政協議会
（広域平和事
業推進分科
会）

開催時期
平成２５
年６月～

業
務
計
画

新
た
に
位
置
付
け
る

⑥市役所の変革 １事業

２市１町で
のスケール
メリットを
生かした事
業の実施

26

平成２５年度
より設置され
た新たな広域
連携施策の調
査研究に係る
分科会（広域
平和事業推進
分科会）にお
いて、平成２
６年度以降に
２市１町で連
携して取り組
むことが可能
な事業を実施
する。

予
算
な
し

15 総
人権同和対策
に関するこ
と。

神奈川県対応の３
同和団体①神奈川
県部落解放同盟神
奈川連合会②地域
人権運動連合会③
全日本同和会神奈
川連合会及び人権
団体である神奈川
人権センター・横
浜人権センターへ
総会・研修会等へ
の出席を行い、団
体活動の理解を深
め、同時に人権尊
重の推進を図る。

人権団
体及び
同和団
体

定
例
定
型

市主催事業
における参
加人数

３００人 ３００人 ３００人 715 ２０９人

参加人数の目標は
達成できなかった
が、内閣府及び神
奈川県と連携を取
りながら、北朝鮮
拉致被害者につい
て取り上げ、パネ
ル展も併せて実施
した。

Ｂ 人権同和対策に
関すること

神奈川県対応
の３同和団体
①神奈川県部
落解放同盟神
奈川連合会②
地域人権運動
連合会③全日
本同和会神奈
川連合会及び
人権団体であ
る神奈川人権
センター・横
浜人権セン
ターへ総会・
研修会等への
出席を行い、
団体活動の理
解を深め、同
時に人権尊重
の推進を図
る。

人権団
体及び
同和団
体及び
市民

定
例
定
型

市主催事業
における参
加人数

３００人 ３００人 ３００人 927 未 中 中 中
現状維
持

な
し

なし
維
持

15
人権同和対策
に関するこ
と。

人権・同和団
体総会及び研
修会への出席

出席回数 年１０回 ２０回 180
人権同和対策に
関すること

人権・同和団
体総会及び研
修会への出席

人権学校へ
の参加者数

８人 344
維
持

15
人権同和対策
に関するこ
と。

人権団体への
負担金の交付

負担金の交付
時期

５月 ５月 400
人権同和対策に
関すること

人権団体への
負担金の交付

負担金の交
付時期

５月 400
維
持

15
人権同和対策
に関するこ
と。

人権・同和問
題関係資料の
購入

資料の購入が
適切でなかっ
た件数

年０件 年０件 115
人権同和対策に
関すること

人権・同和問
題関係資料の
購入

資料の購入
件数

７種類 124
維
持

15
人権同和対策
に関するこ
と。

「人権を考え
る市民の集
い」の市主催
事業の開催

参加人数 ３００人 ２０９人 20
人権同和対策に
関すること

「人権を考え
る市民の集
い」の市主催
事業の開催

参加人数 ３００人 59
維
持

16 総
地域における
男女共同参画
の推進

地域における男女
共同参画の推進に
向け、公民館等地
域施設での男女共
同参画啓発事業を
実施する。

市民
政
策
啓発講座等
開催数

２事業 ２事業 ２事業 2事業

登録団体が公民館で
実施する事業に出向
き、男女共同参画の
取り組みの周知をし
ました。

Ａ
地域における男
女共同参画の推
進

市民

定
例
定
型

啓発講座等
開催数

３事業 ４事業 ５事業

業
務
計
画

未 中 中 中
現状維
持

な
し

なし

予
算
な
し

16
地域における
男女共同参画
の推進

地域施設での
啓発事業の実
施

事業数 ２事業 ２事業
地域における男
女共同参画の推
進

地域施設での
啓発事業の実
施

事業数 ３事業

業
務
計
画

予
算
な
し

17 総
２市１町人
権・男女共同
参画連携会議

茅ヶ崎市、藤沢市、
寒川町が人権関連施
策、男女共同参画関
連施策、ＤＶ防止に
係る関連施策など共
通認識を持って市域
を超えて協議、情報
交換し、その推進を
図る。

２市１
町の住
民

定
型
定
例

実施事業数 ３事業 ３事業 ３事業 ７事業

ＤＶパンフレットの
作成を行う等、講座
講演会以外にも２市
１町で連携し取り組
みました。

Ａ
２市１町人権・
男女共同参画連
携会議

２市１
町の住
民

定
例
定
型

実施事業数 ３事業 ３事業 ３事業 未 中 中 中
現状維
持

な
し

あり
共催事業の
実施を継続
的に検討

予
算
な
し

17
２市１町人
権・男女共同
参画連携会議

２市１町連携
の啓発事業の
開催

実施事業数 ３事業 ７事業
２市１町人権・
男女共同参画連
携会議

２市１町連携
の啓発事業の
開催

実施事業数 ３事業

予
算
な
し
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23年度 24年度 25年度 23,056 23,056 25年度 26年度 27年度 28,636 28,636

経
営
改
善
方
針
で

の
位
置
付
け
等

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組

事務事業の
目的・成果
（第２次実施
計画）

目標
（数値目標
等）

改善
時期
（年
度）

事業の
方向性

事
業
の
性
質
区
分

事
業
№

24年度
の取組
に対す
る分析

実績

事務事業名
（第１次実施計

画）

事務事業 事後評価

当該事務事業
全体の決算額
（合計）

事業の指
標の達成
状況

活動ごとの
決算額

目標値
（第１次実施計画）

平成２４年度評価

指標・目標

名称

事務事業の
目的・成果
（第１次実施計

画）

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

活動

活動量・サービス量
事務事業の目的に対
する成果の状況

目標値
活動

実績値

指標・目標

活動指標の名称

決算内訳（千円）
対
象
（

顧
客
）

目標値
（第2次実施計画）

活動

活動量・サービス量の達成状況
（第１次実施計画）

予算内訳（千円）

当該事務事業
全体の予算額
（合計）

活動

課かい名

施策目標
互いが尊重され、あらゆる分野の活動に参画でき

る社会をつくる

男女共同参画課

基礎情報

名称

総
括
フ
ラ
グ

平成２５年度計画

男女共同参画課

②
ニ
ー

ズ

①
目
的
達
成

事務事業名
（第2次実施計

画）

今後の事業展開・経営改善の方策

必要性
予
算
の
方
向
性

④
継
続
性

活動指標の名
称

業務
計画 具体的な改善

内容

広域連携の
具体的な内

容

広域連携に関する
取組

可能性
の有無

経営改善による取
り組みの方向性

③
成
果

活動ごとの
予算額

目標値

888 総
災害応急対策
活動

本市域に、地震動・
津波等伴う諸現象に
よる同時多発的災害
が発生した場合に、
被害を軽減し、応急
対策活動を課として
迅速的確に対処す
る。

全市民
等

定
型
定
例

災害応急対策活
動

市民

定
例
定
型

未 高 高 高
現状維
持

な
し

なし

予
算
な
し

888
災害応急対策
活動

部の災害応急対
策活動マニュア
ルおける課

（班）の活動内
容の検証及び見

直し

マニュアルの検
証及び見直し

４月
６月

４月

部の災害応急対
策活動マニュア
ルおける課

（班）の活動内
容の検証及び見

直し

マニュアル
の検証及び
見直し

４月
６月

予
算
な
し

888
災害応急対策
活動

女性に対する
災害相談（災
害等発生時）

災害時女性相
談の実施

随時 なし
女性に対する
災害相談（災
害等発生時）

災害時女性
相談の実施

随時

予
算
な
し

888
災害応急対策
活動

課が所管する施
設の被害状況調
査及び応急対策　
（災害等発生
時）

女性センターの
被害状況調査及
び応急対策の実
施

随時 なし

課が所管する施
設の被害状況調
査及び応急対策
（災害等発生
時）

女性センター
の被害状況調
査及び応急対
策の実施

随時

予
算
な
し

888
災害応急対策
活動

関係機関との
連絡調整（災
害等発生時）

関係機関と連絡
調整し、女性セ
ンターを応急施
設として開設

随時 なし
関係機関との
連絡調整（災
害等発生時）

関係機関と連
絡調整し、女
性センターを
応急施設とし
て開設

随時

予
算
な
し

888
災害応急対策
活動

外国人に対す
る災害情報の
伝達（災害等
発生時）

通訳者の確保 随時 なし

外国人に対す
る災害情報の
伝達（災害等
発生時）

通訳者の確
保

随時

予
算
な
し

888 総 庁内共通業務

定
型
定
例

庁内共通業務

定
例
定
型

予
算
な
し


